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イ力く 年少者の生活文募集

ヲiJ1)J省で、は、。Jく年少者の生活文を募集してい

ます。資格は昭和18{f4月1日以降の出生者で{jJ

いているもの、原稿は 400字詰原稿ffJ紙5枚以

内で、 6月10日まで長崎婦人少年室 (長崎市今

IUJ)へ送ってください。

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

い
一
部
納
め
て
お
ら
れ
な
い
方
は
ぜ
ひ

つ
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
一

五
月
末
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
る

を
得
て
、
毎
年
向
上
の
一
路
を
た
一
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ど
っ
て
お
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
五
一
な
お
、
四
月
末
の
市
税

(市
民

大

官

竹

月
い
っ
ぱ
い
を
も
っ
て
三
十
五
年
一税
の
う
ち
一
般
家
庭
で
納
め
る
普

度
の
決
算
を
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
全
一
通
徴
収
分
、
国
間
資
産
税
、
軽
自

市

税

、

保

険

税

は

納

税

組

合

に

加

入

し

て

納

め

る

と

便

利
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で
名
日
円
だ
け
の
防
火
責
伍
者
は
一
い
ま
す
。

な
く
な
り
資
格
の
あ
る
者
(
別
一
防
火
管
理
者
を
定
め
た
と
き

項
)
を
定
め
な
げ
れ
ば
な
り
ま
一
解
任
レ
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く

せ

ん

。

一

所

管

消

防

長

ま

た

は

消

防

老

長

乙
の
管
理
者
は
消
防
計
画
の
一
(
当
市
は
市
長
)
に
届
げ
出
な

作
成
な
ら
び
に
訓
練
お
よ
び
消
一
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

防
設
備
、
消
防
用
水
ま
た
は
消
一

乙
れ
に
違
反
す
る
と
き
は
経

防
活
動
上
必
要
な
施
設
の
点
検
一
営
者
ま
た
は
梅
原
を
有
す
る
者

整
備
の
監
督
や
防
火
管
理
上
必
一
は
三
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た

要
な
業
務
を
行
な
ろ
義
拍
を
負
一

』
は
五
千
円
以
下
の
制
金
と
な
り

ま
す
。

七
分
団
に
消
防
ポ
ン
プ
車

同
時

に
四
線
放
水
が
可
能

市
で
は
消
附
凶
第
七
分
間
の
従

た
め
、
乙
の
ほ
ど
新
し
い
消
防
ボ

来
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
老
杓

子
ン
ブ
自
動
車
を
購
入
し、

同
分
間

と
な
り
機
能
を
果
さ
な
く
な
っ
た
に
配
置
し
ま
し
た
の
で
、
五
月
十

四
日
午
前
十
時
一二
十
分
か
ら
同
分
一
式
の
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
が
つ
い
て

団
結
所
で
、
大
村
市
長
、
渋
江
助
一
い
ま
す
。

役
、
森
市
議
会
議
長
、
山
口
大
裂
と
の
車
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は

箆

室

、
各
分
団
長
、
地
元
後
一同
分
間
議
会
役
員
を
は
じ
め
、

援
会
、
関
係
者
ら
多
数
が
出
席
し一
関
係
者
の
熱
心
な
努
力
が
大
き
な

て
、
入
魂
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
一
役
割
り
者
果
た
し
て
い
ま
す
。

乙
の
消
防
車
は

一
九
六
一
年
型

一

(

消
防
本
部
)

い
す
ず
、
百
四
十
五
馬
力
、
吸
水一

一議

工
H
七
分
団
の
消
防
章
、

管
(
ソ
フ
ト
吸
水
管
}一
一
本
付
で一
下
H
放
水
試
験
(
四
線
同
時
に
)

同
時
に
四
線
放
水
が
で
き
る
最
新
一

市
税
の
滞
納
分
は
五
月
末

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い

物
に
対
し
て
は
防
火
管
理
者
や
防

火
設
備
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た。

そ
の
お
も
な
点
に
つ
い
て
申
述
べ

て
見
ま
す
と

学
校、
病
院
、
事
業
場
な
ど

【
防
火
管
理
者
】

従
来
防
火
対
象
物
は
防
火
責

任
者
を
置
く
乙
と
に
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、

と
ん
ど
の
改
正
、

動
車
税
)
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
の
地
区
別
収
入
状
況
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

(

税

務

課
)

23 日 ~ 25 日新交通法の講習会
• • • • • • • • e • • • • • 

春
季
全
国
交
通
安
全

運
動
の
一

環
と
し
て

つ
ぎ
の
と
お
り
新
交

通
法
令
講
習
会
岳
開

催
い
た
し
ま
す
の
で

自
動
車
(
原
動
機
付

自
転
車
を
含
む
)
運

転
者
の
か
た
は
お
誘

い
合
せ
の
上
お
集
り

く
だ
さ
い
。

ム
五
月
二
十
三
日
午

後
七
時
三
十
分
か

子
ど
も
さ
ん
が
防
火
水
槽
念
ど
に
落
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
注
意
し
、
ま
し
ょ
う
。

ら

辻
間
町
正
法
守

ム
午 '五
後 月
士三 二二
時十
ヵ、1m
ら日

央二
公 十
民五
吉区 白

(大
村
市
交
通
安
全
協
会
)

一
、
川
劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
同
寄
宿
営
、
下
宿
ま
た
は
共

同

八
、
図
審
館
、
博

物

館

ま

た

は

ピ

ス

タ

ジ

オ

号

)

の

規

定

に

よ
っ
て
重
要
文
山

一

場

ま
た
は
観
覧
場

住

宅

美

術

館

十

一二
、
利
自
動
車
車
庫
ま
た
は
化
財
、
重
要
民
俗
資
科
、
史

跡

叫

一

例
公
会
蛍
ま
た
は
集
会
場
六
、
判
病
院
、
診
崩
閉
ま
た
は
九
、
公

衆

浴

場

駐

車

場

若
し
く
は
重
要
な
文
化
財
と
し

札

川

二
、
制
キ
ャ
バ
レ
ー、

カ

フ

ェ

助

産

所

十

、
車
両
の
停
車
場
ま
た
は
船
内
門
飛
行
機
ま
た
は
回
転
翼
航
笠
て
指
定
さ
れ
、

ま
た
は
旧
重
要
川

…

l
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
そ
の
他
と
制
養
老
施
設
、
教
誰
臨
時
叫
、
更

舶
若

し

く

は

配

属

の

筆

者

一

場

機

の

格

納

庫

美

智

m
等
の
保
存
に
関
す
る
法

山

川

れ

ら

に

鋲

ず

る

も

の

生

施

設
、
児
童
福
祉
施
設
(
母
(
旅
客
の
乗
降
ま
た
は
待
合
い

十

四

、

倉

庫

律

(

昭

和
八
年
法
律
第
凶
十
三

川

川

何

遊
技
場
ザ
ま
た
は
ダ
ン
ス
ホ
l
子
寮
お
よ
び
兇
重
厚
生
施
設
を

1

川

hv川
川
川
M
川
川
h
J

十
五
、
前
各
項
に
該
当
し
な
い
号
)
の
規
定
に
よ
っ
て
重
安
世矢

川

…

ル

除
く
)、

身
体

障

害

重

量

防

火

対

象

物

事

業

場

術

品

と

し

て

認

定

さ

れ

た

霊

…

一

三

、
小川待
合

・
料
理
庖
そ
の
他

護
脳
散
(
身
体
堕
問
者
を
収
容

十

E
Y川
t
-十
川
刊

十

十
六
、
前
各
項
に
掲

げ

る

防

火

物

川

川
乙
れ
ら
に
類
す
る
も
の
す
る
も
の
に
限
る
)
ま
た
は
精
の
用
に
供
す
る
建
築
物
に
限
対
象
物
で
、
そ
の
一
部
が
前
各
十
八
、
延
長
五
十
メ
l
ト
ル
以
山

川

刷

飲

食

庖

神

薄

弱

者一民
謹

施

設

る

)

項

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
上
の
ア
ー
ケ
ー
ド

川

四、

百
貨
屈
ま
た
は
マ

l
ケ
ッ

村
幼
稚
園
、
盲
学
校
、
関
学
校
十
一

、
神
社
、
寺
院
、
教
会
セ

途
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
用
十
九
、
市
町
村
長
の
指
定
す
る

J

川

ト

ま

た

は

整

誕

学

校

の

他

乙

れ

ら

に

類

す

る

も
の
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

山
林

川

五

、
内
旅
館
、
ホ
テ
ル
ま
た
は
七
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
十
二
、
刷
工
場
ま
た
は
作
業
場
十
七
、
文
化
財
保
護
法

(昭
和
二
十
、
自
的
省
令
で
定
め
る
舟

V

M

宿

泊

所

学

校

、
大
学
ま
た
は
各
種
芋
校
制
映
画
ス
タ
ジ
オ
ま
た
は
テ
レ
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四

車

川
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【
消
火
設
備
〕

指
定
さ
れ
た
別
表
の
建
物
に

は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
上
の

基
準
じ
し
た
が
っ
て
、
消
火
設

備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

設
備
と
器
具
に
つ
い
て
は
水

の
は
い
っ
た
バ
ケ
ツ
、
乾
煉
レ

た
砂
か
ら
消
火
栓
や
動
力
消
防

ポ
ン
プ
設
備
ま
で
建
物
じ
応
じ

て
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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川
①
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
憤
①
市
町
村
の
消
防
職
員
で
、

皆
口
安
官
理
者
又
は
副
保
安
管
制
山
者
川

川
く
市
町
村
の
消
防
長
そ
の
他
自
理
的
又
は
監
督
的
な
臓
に
ヤ
年
と
し
て
選
仕
さ
れ
た
者
川

川
治
大
厄
の
指
定
す
る
機
関
が
行
以
上
あ
っ
た
者

一ω凶
又
は
都
道
肘
県
の
消
い
刑
事
川

川
v
つ
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
会
④
労
働
基
準
法
第
五
十
三
条
第
務
に
従
事
す
る
職
員
で
、
一
一
昨
川

川
の
課
程
を
修
了
し
た
者
一
項
に
規
定
す
ろ
安
主
管
理
者
以
上
管
理
的
又
は
臨
督
的
な
職
川

川
②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

若

と
し
て
選
任
さ
れ

た

者

に

あ

っ

た

者

…
し
く
は
短
期

大

一

P
・E
・-日一日一一
E

a--一一一H
U
z
-
-

一一一三一
一一一守口
一一一仁三五一一一
日一
一一三一山

⑦
暫
察
官
又
は
…

川
学
、
旧
大
学
令

川
田

1

F
、

可

乙

1

・
園

川
乙
れ
に
準
ず
る
川

川
坊

火

日一
目
里
者
と
ま
l

i

川
に
よ
る
大
学
叉

1
R
川
ノ

F

1

d

4

1
〈

I
t
什

町

長

官

で

川
は
旧
専
門
学
校

A
f

-
-

一一宮
一ate-
ち-一一一
-一--
一三一

-一一2h
・
343・一一-汀
二三一一

日己一一日三
一:
一一一日一
一rl

三
年
以
上
官
型
川

川
令
に
よ
る
専
門
学
校
じ
お
い
て
①
消
防
法
に
規
定
す
る
危
険
物
的
又
は
陪
督
的
な
臓
に
あ
っ
た
川

川
自
治
大
臣
の
r

指
定
す
る
防
災
に

取
扱
主
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
者

川
関
す
る
学
科
又
は
割
程
を
修
め
た
者
で
、
用
組
危
険
物
取
扱
主

①

建
築
主
一事
又
は
一
級
建
築
士
山

川
て
卒
業
し
た
者
で
、
一
年
以
上
任
者
免
許
の
交
付
を
受
け
て
い
の
資
格
ぞ
有
す
る
者
で
、
一
年
山

川

防

火

管

制

れ

の

実

務

経

験

を

有

す

る

者

以

上

防

火

管

理

の

実

務

経

験

を

川

川
る
者

①
鉱
山
保
安
法
に
規
定
す
る
保
有
す
る
者

院
・
学
校
・
ピ
ル
等
に
は
す
べ

り
台

・
避
難
は
し
ご

・
避
難
橋

.
救
助
袋
等
の
避
難
設
備
を
行

な
い
非
常
口
へ
逃
げ
ら
れ
る
避

難
誘
導
の
標
識
しゅ
と
の
設
備
を

し
な
り
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
実
施
期
間
】

防
火
管
剖
者
H
防
火
管
理
者
を

定
め
る
(
属
人
)
義
務
に
つ
い

方
J

に
し
止
問
fA
r
t

・AL

仔

υν
ー

μノ・一一
J

」一日

右

U
ろ

一

之

己

/
一

1

最
近
全
国
各
地
に
火
災
が
激
増

一早
く
消
火
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
一
る
学
校

・
病
院

・
工
場

・
事
業
場

し
て
尊
い
生
命
や
身
体
財
宝
等
が

一火
災
か
ら
守
り
被
害
を
少
な
く
す
一
・
興
行
場
・

百
貨
庖

・
そ
の
他
多

失
わ
れ
て
お
り
ま
す。

一る
た
め
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

一敬
の
者

(五
十
人
以
上
)
が
出
入

こ
う
し
た
火
災
を
予
防
レ
た
り
、
-四
月
一
日
か
ら
防
火
対
象
物
で
あ
一
し
勤
務
し
、
ま
た
は
居
住
す
る
建

r
h
'
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υ
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A
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n
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税

都i分

111 

1"1' 

AII 

市

合

区

〈人

主fi 

大

て
は
来
年
三
片
末
ま
で
の
一
年

間
を
猶
予
期
間
と
し
、
乙
の
間

は
資
格
を
持
た
な
い
者
の
う
ち

か
ら
防
火
管
理
者
を
定
め
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

簡
易
消
火
器
H
簡
易
消
火
器
だ

け
は
早
急
に
設
備
す
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
建

物
の
改
造
を
必
要
と
す
る
大
が

か
り
な
設
備
は
市
長
に
届
出
て nHHu

 

nUAυ 
rhiu
 ，
 

nu河
υ-
nHHV
 ，
 

1
 
1
 

7.220，915 

4，959，660 

3.572，230 

6，788，050 

r
n
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ヲ
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nHHV
 
1
 
1
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1
 
1
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1
 

守
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υ
 

5，155，830 

3，816.000 

7.097.690 

nHHv 

anωI 
J
 
，
 

内

nυ
nHHV 
Oυ 
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I
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以

人じ
ム
l
k
r
 

，
ノ
什
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円
引

パ
公
い
いい

ι冷川
i

l

l

F1
 
1
 

訓
日

大flJjj 

1司

首
''汀

一'

A

l

四
月
一
日
か
ら
二
年
以
内
に
設

備
す
れ
ば
よ
い
乙
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

【
消
防
設
備
の
基
準
】

防
火
対
象
物
(
別
唄
)
が
設

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消
防

紋
仙
の
某
準
は
業
態
、
建
物
等

に
よ
っ
て
興
っ
て
お
り
ま
ず
か

ら
、
く
わ
し
い
乙
と
は
、

消
防

本
部
じ
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。



腸
パ
ラ
チ
ブ
ス
の
予
防
接
種
を
実
施
中
で
す
。

(二〉

市税を早目に納めると

ニ
回
以
上
に
わ
け
で
納
め
る
市

税
で
、
ま
だ
納
期
の
乙
な
い
分
を

前
納
す
る
と
、
す
ぐ
そ
の
場
で
報

奨
金
が
も
ら
え
ま
す
。

(
印
鑑
を

ど
持
容
く
だ
さ
い
)
報
奨
金
は
前

納
額
の
百
分
の
一
に
、
納
期
前
の

月
数
を
掛
け
て
計
算

(
到
来
し
た

納
期
の
分
は
除
か
れ
ま
す
)
し
ま

ず
か
ら
、
前
納
は
第

一
期
分
と
同

時
に
な
さ
る
の
が
も
っ
と
も
お
得

で
す
。
た
だ
し
報
奨
金
は
納
税
し

た
分
に
対
し
て
渡
る
も
の
で
す
か

ら
税
金
か
ら
は
草花引
か
れ
ま
せ
ん

ま
た
滞
納
し
た
税
金
が
あ
る
と
報

奨
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(矛283号)
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前納報奨金がもらえます

(税
務
課
)

り

日
割
り

は
本
紙
前
号

前市内月日納付月口密1税WjJ羽;gJJ]1J 

1 Wl 

10円1カ月

5月30日

〆〆

日
unu 

n
H
H
U
 ，
 

1
 1.000 

5月

B月2WJ 

よ

あ
と
を
絶
大
な
い
農
薬
事
故

大村市政だ

ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ

あ
ぶ
な
い
個
人
保
管

(毎月 1日.10日.zo日発行)
昭和初年 5月20日

(昭和33年4月zz日第三億郵便物認可)

ロロ

ロ 口

口 口

口 口 円3ヵ月ノノA
H
H
H
V
 

A
H
H
V
 

A
H
H
U
 ，
 

1
 

同
月

n
u
n
u
 

3 j明

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
も
れ
な
く
う
け
て
く
だ
さ

い。

70円1カ月1/ n
H
H
H
V
 

n
H
H
u
 

n
H
H
U
 ，
 

1
 

12月4 l~l 

iは家 i
Eーを i
~ p 留 2

i締寺 i
EりlこZ
iをす 2
5元 る 2
3全と i
iにき i

一

大

村

電
報
電
話
局
は
自
動
寵

す

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
に
お
い
て
取
扱
う
乙
と
に
な
り
話
に
な
り
、
乙
れ
ら
す
べ
て
の
川

十
話
化
と
と
れ
に
と
も
な
う
通
話
①
切
替
え

(サ
ー
ビ
ス
開
始
)
ま
す
。

低
話
相
互
聞
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま

手

川
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
、

局
舎
の
日
時
は
五
月
二
十
八
日
午
前
②
乙
れ
と
同
時
に
市
内
の
松
原
わ
せ
は
、
た
だ
ち
に
つ
な
が
る
川

円

(
鉄
筋
三
階
建
、
建
坪
二
百
十

.

市

内
通
話
と
な
り
ま
す
の
で
、
ト

エ

、

延

坪
五
百
四
十
七
坪
)

の

お

日

午

前

0
時

か

ら

切

替

え

大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
…

川
新
設
、
機
械
装
置
な
ど
の
工
事

①
大
村
局
は
度
数
料
金
制
の
局
川

一
昨
日
目
討
ド
れ
電
話
の
自
動
化
ぃ
川
よ
実
現

前
即
日
ド一
向山町

一

い
え
ま
し
た
の
で、

新

局

舎

へ

移

本

料

の

ほ

か

市

内

通

話

は
、
一
昨

一
転
す
る
と
同
時
に
、
自
動
篭
話

零
時
の
予
定
で
す

。

郵

便

局
、
竹
松
郵
便
局
に
所
属
度
お
か
げ
に
な
る
ご
と
に
七
円

一

叫
へ
の
切
替
え
を
行
な
い
、
自
動
し
た
が
っ
て
、

と
の
時
以
後
し
て
い
た
電
話
も
大
村
電
報
置

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

d

f

電
話
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
同
局
の
一
切
の
業
務
は
新
局
舎
話
局
の
鱈
話
と
同
様
に
自
動
電

(大
村
魁
報
電
話
局
)
司

市
勢
発
展
の
体
制
つ
く
る

市
道
大
村
駅
前

線
は
ロ
ー
タ
リ
ー

の
周
辺
か
ら
県
営
一
市
で
は
行
政
事
務
の
増
加
と
複

一

段
林
課
H
振
興
係

(新
設
)

パ
ス
大
村
蛍
業
所
一
雑
化
に
と
も
な
い、

事
務
処
理
の

一

建
設
説
H
土
木
整
備
係
、
土
木
一

さ
ん
室
長
代
理
)

一
敏
(
庶
務
課
)

前
ま
で
延
長
九
十
一
能
率
化
を
は
か
る
と
と
も
に、

今
一改
良
係

(土
木
係
)

一

ム
庶
務
課
人
事
係
長
松
田
勝
男
一
ム
市
民
課
長
林
熊
作
(
企
画
室

五
討
、
幅
七
・
五

一後
の
市
勢
発
展
の
体
制
を
盤
え
る
一
市
立
病
院
H
医
事
係
、
会
計
用
一
(
財
務

・
管
理
係
長
)

一
主
査
)

れ
の
舗
装
と
幅
一た
め
五
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お

一度
係

(経
理
係
)
一
ム
財
務
課
長
中
島
亨
一

(財
務
一
ム
保
険
衛
空
諜
保
険
係
長
松
本

四
・
五
れ
の
歩
一
り
新
し
く
系
伝
説
7
ま

し

た

。

一

一

-M
政
係
長
)

一

則
幸
(
財
務
課
)

一

u
x
z
y
p犬
、

一

人

事

異

動

一

i

一

道
が
乙
の
ほ
ど
完
一

と
の
機
粁
改
4
4
に
と
も
f
b

一

一ム
財
務
課
財
政
係
長
田
中
忠
範
一
ム
商
工
水
産
課
商
工
係
長
梁
瀬

成
し
ま
し
た
。

一五
月
八
日
付
で
人
事
異
動
一別
項
ニ
ム
庶
務
課
長
、
市
史
編
さ
ん
室
長
一

(
保
衛

・
保
険
係
長
)

一
琢
膳
(
商
水
課
)

(建
設
課
)
一
を
発
令
し
ま
し
た
。
(
庶
務
課
)
一

・
行
政
事
務
改
善
委
員
会
事
務
一ム
財
務
課
管
理
係
長
岩
永
宏
一
ム
農
林
課
践
務
孫
長
寺
田
岩
男

写
真
は
舗
装
さ
れ
一
折
設
の
係

(カ
ツ
コ
内
は
改
正
一
局
長
を
兼
任
渡
辺
文
夫

(
財
一
(
庶
務
課
)

一

(

農

林

謀

)

た

道

路

一

前

)

一

務
課
長
)

一ム
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
尾
一
ム
農
林
謀
振
興
係
長
原
口
国
雄

一

税
務
課
リ
固
定
資
産
税
係
、
市
一
ム
庶
務
課
秘
書
係
長
、
市
史
編
さ
一
崎
国
雄

(税
務
課
)

一

(農
林
課
)

一民
税
係
(
賦
謀
係
)
一
ん
室
兼
任
佐
竹
茂
(
市
民
編
一

ム
税
務
課
市
民
税
係
長
松
山
正
)
ム
建
設
課
長
補
佐
林
悦
次
(
監

リ
句

A
W
H
H
H
v
n
Oパ
“
リ
均
的
zAUV句
"
H
Uリ
帥
句
パ
“
V
給
付
パ
HH円
、

H
H
F
J
H
V料
品
村

A

V
d円
付
パ
刊
に
臼
uF
AH
V
材
料
川
H
V料
品

Fハ
H
V
Q
H
F
ハ
HV
ω
糾
パ
HHH
d円
村
ハハ
V
H
F
HV
JU
V
U
ω
HHV
ω
ω
パ
u
v
u
ω
ハ
υド
υ
ω

川
J
Jト
一川

.1ト
ピ
一

-fvw一川.パ一
U
K
J
.J一U
K
J
U
一
ム
年
令
二
十
五
才
未
満

で
す
ま
せ
て
な
い
か
た
は
、
五
月
〔
推
せ
ん
〕
忠
れ
い
塔
の
見
え

大
村
競
艇

(二
)

佐
賀
県
娼

ベ
お
ズ
知
ズ
ら
ズ

せ
)
ぺ
阪

Yh
ム
人
員

三
名

一
日
か
ら
自
転
車
屋
さ
ん
で
実
施
る
風

景

長
崎
市
膳
屋
町
橋
野
町
土
山
一

夫

GLfmN…JdhyJ
守
偏
L
H
一

ム

申
込
五
月
三
十

一

日

ま

で

し

て

い

ま

す

の

で

、

も

よ

り

の

自

国

弘

忠

れ

い

培
の
究

室

町

一

に
履
歴
曹
を
出
し
て
く
だ
さ
転
車
屋
さ
ん
で
早
自
に
す
ま
せ
て
(
特
選
〕

忠
れ
い
塔

h
q

西
山
七
六
森
林
勝
見

ぃ

。

く

だ

さ

い

。

町

吾
妻

四

郎

〔

入

選

〕

鬼

橋

町

永
旧
光
児

ム
選
考

六
月
二
日
午
後
一
時
(
大
村
市
述
合
防
犯
組
合

・
大
村
大
村
湾
の
副
大
村
市
後
木
場

(ニ
点
)

か
ら
事
業
課

(
一
般
常
識
・
警
察

署

)

井

川
智

仁

長

崎
市
中
川
町
高
窟
恒
雄

官
声
テ
ス
ト
・
面
接
)

〔

入

選

〕

h
q

東
本
町
北
野
昭
(
四
点
)

ム
条
件
二
週
間
を
試
周
期
間

観

光

写

真

の

さ

る

四

(

六

点

)

コ

中
翻
訪
町
井
手
克

(四
点
)

と
し
初
任
給

(日
給
)
百
九
入
選
者

き

ま

る

月

か

ら

長
崎
市
中
川
町
小
松
緑
(
ニ
小
佐
古
町
溝
江
久
雄
(
三
点
)

十

円

(

事

業

課

)

募

集

し

て

い
ま
し
た
大
村
市
観
光
点
)

久
原
郷

長
山
仁

三
月
に
自
転
車
写
真
は
五
月
十
日
締
切
り
ま
し
た
大
村
市
後
木
場
井
川
智
仁
〔
入
選
〕
大
村
市
中
諏
訪
町
一

の
一
斉
登
録
を
い
が
、

応
募
点
数
は
白
黒
五
十
六
点
。
森
闘
郷
三
浦
照
雄
区
一
一
一
六
の
ニ
奥
川
一
点
友

た

し

ま

し

た

が

、

カ

ラ

|

三

十

七

点

で

五

月

十

五

日

(

二

点

)

ま
だ
相
当
数
の
未
審
査
の
結
果
、
入
選
者
が
つ
ぎ
の

長

崎

市

船

出

町

三

六

栗

原

泰

登
録
自
転
車
が
見

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

長
崎
市
閉
山
町
三
の
凶
五
桝

(
商
工
水
産
課
)

屋
万

吾
妻
四
郎

後
木
場
九
二
一
井
川
智
仁

森
幽
郷
池
の
田
三
浦
照
雄

110円円

u
n
H
U
 

n
H
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同国
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場資
合産
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計が
算年
例額

四
千

今
年
も
い
よ
い
よ
農
繁
期
に
は
一受
け
、
何
人
と
い
え
ど
も
州
人
で
一
施
錠
の
な
い
物
置
小
屋
に
放
闘

い
り
、
農
薬
を
使
用
す
る
時
期
と
一
は
「
使
用
」
も
「
所
持
」
も

「保一

し
て
い
た
と
と
ろ
病
気
を
苦
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
農
薬
で
毎
一
管
」
も
で
き
な
い
と
と
に
な
っ
て
一

し
て
い
た
孫
(
一
九
才
)
が
乙

年
尊
い
人
命
が
失
な
わ
れ
て
い
る
一い
ま
す
。

一
れ
を
服
毒
し
て
命
を
絶
ち
ま
し

乙
と
を
皆
さ
ん
は
ど
存
じ
で
し
ょ
一
し
た
が
っ
て
ホ
リ
ド
ー
ル
等
に
よ

一

た。

う
か
、

県
下
で
の
農
薬
に
よ
る
事
一る
事
故
は
皆
無
で
な
け
れ
ば
な
ら

一乙
れ
ら
の
い
ま
ま
で
起
き
た
事
故

故
死
傷
者
は

一ぬ
は
ず
の
も
の
が
、
な
ぜ
乙
ん
な

一の
原
因
を
調
べ
ま
す
と
、

使
用
時

年

別

死

者

傷

者

計

一

に

多
い
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
原

一の
事
故
は
す
く
な
く
な
っ
て
き
ま

三

三

年

五

七

七

六

四

一因
は
証
明
す
る
ま
で
も
な
く
「
個
一
し
た
が
、

三
四
年

四
一ニ

一
一
五
四
一
人
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
一

①
保
管
で
き
な
い
農
薬
が
個
人

三
五
年
二
六

一

一

一ニ七

一で
す
。
大
村
市
で
も
一
保
管
さ
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
三
十
五
年
一

年

別

死

者

傷

者

計
一
②
個
人
保
管
の
で
き
る
農
薬
の

客

室

の

内

訳

は

一

三

四

年

六

二

八

京

管

状

況

が

悪

い

。

殺
人

一
三

五

年

三

三

六

一

乙
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

過

失

事

件

一

一

壌

に

よ

自

殺

等

犯

計

一の
事
故
死
働
者
が
あ
り
ま
し
た
が
一
棄
の
増
産
に
欠
く
乙
と
の
で
き

別

都

中

…

…

ι
一
そ
の
事
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
一
な
い
共
謀
の
た
め
に
、
沢
山
の
人

も

の

了

、

0
0
町
農
業
A
は
昭
和
三

一
の
尊
い
命
柔
っ
て
お
り
ま
す
の

死
亡

ニ

二

三

一

三

ハ

一

十

四

年
に
O
O
鹿
協
か
ら
駆
除
一

で、

霊

長

締

れ

と
い
う
重

傷

害

三

六
一
一
一
一
一
用
と
し
て
個
人
購
入
し
た
ホ
リ
一
の
世
論
に
答
え
て
、
警
察
で
は
今

で
そ
れ
に
用
い
ら
れ
た
農
薬
は
、

一

ド
ー
ル
五
机
の
中
一
瓶
を
保
管
一
後
強
力
な
取
締
り
を
実
施
す
る
と

ホ
リ
ド
ー
ル

(
四
九
%
)
マ
ラ
ソ
一
し
て
い
ま
し
た
が
、
病
気
を
苦

一と
に
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
違
反
者

ン
(
三
五

%
)
テ
ツ
プ
、
一一
ッ
カ

一

に
し
て
乙
れ
議
毒
、
死
亡
し
下
出
な
い
よ
高
い
た
い
も
の
で

一

一

す

。

(

大

村

響

察

署

)

リ
ン
等
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
ホ

一

ま

し

た

。

一

リ
ド
ー
ル
に
よ
る
一事
故
が
五
O
%
一

2
、
0
0町
出
業

B
は
柑
橘
周

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ホ
リ
ド

一

と
し
て
購
入
し
た
、
マ
ラ
ソ
ン

ー
ル
は
特
定
毒
物
と
し
て
指
定
委
一
の
伐
量
七
O
U
じ
ぐ
ら
い
を

市道駅前線を舗装
※※※※※※※※※  

米
屋
を
変
更
で
き
ま
す

現
在
、
お
米
の
配
給
を
受
け
て
い

る
米
屋
を
変
更
し
た
い
か
た
は
、

五
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
二

日
間
、
市
民
課
ま
た
は
出
堕
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い。

な
お
、

主
食
通
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
(
市
民
課
)

建
築
士
受
験
講
習
会

長
崎
県
建
築
士
会
長
崎
支
部

で
は
建
築
士
受
験
論
習
会
を
五

月
二
十
九
日
か
ら
六
月
八
日
ま

で、

長
崎
市
役
所
五
階
中
会
議

室
で
行
な
い
ま
す
。

受
講
希
望

者
は
五
月
二
十
七
日
ま
で
長
崎

市
役
所
建
築
課
内
同
会
支
部
ヘ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

い
こ
と
は
建
設
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い

。

(

建
設
課
)

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

女
子
放
送
員
を
募
集

機

構

を

一

部

改

革

、

人

事

異

動

も

発

令

自転車の登録は

自転車屋で

受
け
ら
れ
ま
す
。

一
斉
登
録
日
に
い
ろ
い
ろ
の
事
情

〔
力
ラ

l
の
部
】

も
晩
刈
に
な
っ
た
場
合
の
方
が

天
牛
の
被
害
公
受
け
や
す
い
の

…

被
害
を
う
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
根
元
は
あ
け
℃
お
さ
ま
レ
ょ
刊

で
、
天
気
を
見
定
め
て
多
少
早

う
o

w

【
麦
】

褒
刈
り
は
時
期
を
誤
自
に
刈
取
る
の
が
安
全
で
す
。
反
の
追
肥
川
成
本
で
は
、
花

…

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

刈
取
っ
た
も
の
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

着
が
少
な
く
、
不
成
り
が
予
組

い

要
自
体
の
刈
取
の
適
期
は
、
乾
燥
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
れ
、
果
実
の
品
開
が
泌
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が

憾
と
稿
首
の
色
が
黄
色
に
な
り

〔
み
か
ん
】

病
害
虫
H
七
っ
て
追
肥
の
時
期
金
は
や
め
、

首
熟
期
か
ら
完
熟
期
に
移
る
寺日

l
八
分
落
花
し
た
時
、
そ
う
か

燐
酸
肥
料
を
多
く
脳
し
祭
索
、

期
だ
と
い
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
わ
か
り
に
く
い
の
で
大
体
出

病
予
防
の
た
め
六
|
六
式
石
灰
加
盟
肥
料
を
減
じ
ま
し
ょ
う
0

3か
ら
数
え
て
、

嬰
は
早
ボ
ル
ド
ー
液
場
散
布
し
ま
し
ょ

時
期
は
、

半
生
温
州
に
五
月
下

生
で
三
五

t
六
日
、

中
悦
生
で

う
。
乙
の
場
合
殺
ダ
ニ
剤

(テ

旬
t
六
月
上
旬
、
普
通
温
州
は

三
七

t
八
日
位
。
小
要
は
四
三
デ
イ
オ
ン
)
を
加
用
し
ま
す
。
爪
月
上
旬
J
中
旬
と
し
ま
す
0

1
五
日
位
と
し
て
決
め
る
の
が
雑
草
の
繁
っ
て
い
る
園
ゃ
、

μ若
木
で
は
逆
に
、
説
素
肥
料

良
い
よ
う
で
す
。

敵
草
が
制
の
根
元
ま
で
施
し
て
を
多
く
施
レ
胞
則
的
制
を
畿
分

一
般
に
早
刈
に
よ
る
害
よ
り
あ
る
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

農

事

メ

モ

t
k，2
a
v
 

〔
白
黒
の
部
〕

〔推
せ
ん
〕
一
容
の
野
岳
湖
(
ゴ
一枚

組

)

小
佐
古
町

溝
江
久
雄

〔
特
せ
ん
〕
野
岳
湖
の
春
中

諏
訪
町
一

区

奥

川
森
友

査
事
務
局
主
任
)

ム
建
設
課
土
木
監
的
係
長
山
屯

彦
(
組
設
課
)

ム
建
設
課
土
木
改
良
係

長

井
本

安
雄
(
建
設

・
土
木
係
長
)

ム
事
業
課
長
岩
永
五
郎
(
敢
安

・
庶
務
課
主
任
)

ム
事
業
課
業
務
係
長
勝
脱
却

(事
業
課
)

ム
消
防
本
部
長

森
栄

(住
設
課

長
補
佐
)

ム
萱
欄
出
張
所
長
竹
森
作
一

(事
業
課
業
務
係
長
)

ム
松
原
出
張
所
長

山
口
別
法

(
商
工
水
産
・
商
工
係
長
)

ム
市
立
病
院
庶
務
係
長
谷
本
守

光

(
践
林

・
脱
務
係
長
)

ム
市
立
病
院
医
事
係
長
橋
本
茂

(
市
立
病
院
)

ム
市
立
病
院
会
計
用
度
係
長

中

村
豊
(
庶
務
・
脳
官
係
長
)

ム
収
入
役
室
長

古
賀
監
次
(
政

入
役
室
王
任
)

ム
大
村
市
水
道
局
業
務
課
長

焔

本
喜
一

(庶
掛

・
人
事
係
長
)

ム
大
村
市
水
道
局
工
務
課
長
説

川
清

(肢
林
諜
)

ム
大
村
市
議
会
事
務
局
長
川
井

三
郎

(病
院

・
庶
務
主
任
)

ム
教
賞
者
員
会
庶
務
課
主
任

本
多
正
己

(教
委
・
山
務
献
)


